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～子ども達の実態にあった教材を手作り～ 

安曇野市立穂高西小学校  清水 克哉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童感想1  

自分がこんなに楽しめる体育があったな

んて、５年生になってもやりたいなぁ～。

（中略）最後の時間はボールも速いし低く

て相手のもいっぱい取れていて成長したと

思う。楽しかった。必勝パターンもいいも

のを考えられてよかった。 

児童感想2 

（前略）チームの仲間と話し合ってどうやって

点が取れるかを相談してたくさん点が取れる

ようになった。ペアの友達が私がミスをしたと

きにすぐに点を取ってくれてすごいホッとし

た。勝てるとペアの友達と喜び合えた。休み時

間に一緒に練習できて楽しかった。ず～っとや

っていたい。（攻略） 

子ども達はキャタックテニスを肯定的にとらえていることが分かった。こうなった要因と

して考えられるのは、キャタックテニスという教材が、子ども達にマッチしていたからだろ

う。また、高い値で推移している理由として、単元前半には、ネットが１ｍと高いため、左

右の攻防が多くなり、エンドラインとサイドラインぎりぎりのところをめがけて返球してい

た子ども達。単元後半にネットの高さが80㎝と低くなると、ネット際にも投げやすくなっ

たことに気が付き、左右への攻防に加え、前後への返球も加わり攻撃パターンが増した。そ

して、得点を取るまでの道筋、必勝パターンを考える学習へとつながった。つまり、攻守一

体プレイゲームの神髄を学ぶことになる。第一時から第八時まで子ども達は、攻守一体プレ

イゲームの特性を味わい続けていた。特性を味わい続けているからこそ、「楽しい！！」「も

っとやりたい！！」と思い、「もっとこうなりたい！！」と願いを持ち、「ねぇねぇ！聞い

て！！」と考えたことを話し合わずにはいられないキャタックテニスになったのだろう。 

 

 

 素材となる運動の楽しさ、難しさを洗

い出す。つまりはその運動がもつ特性を

味わえるようにする。 

 子ども達にゲームを合わせる（道具・

コート）。ルールはゲームが面白くなる

ため、特性から外れないようにする。 

 子ども達がこの運動で学ぶべきこと、

目標を設定する。学ぶべき事とは、その

運動の特性であり、学ぶことが明確にな

ると、子どもが学ぶこと、指導すること

が分けられる。 

 

「動いて楽しい!」だけ!? 

「友達と関わって楽しい!」だけ!? 

 
 

➀攻守一体プレイゲームの特性とは何か？ 

➁使用する教具は子ども達に合っているか？ 

➂学ぶ内容（戦術的課題）はどこにあるのか？ 

ネットを挟んで相手と向かい合い、様々な打球を打ち、いかに相手を意のままに
動かして翻弄し、相手コートに球を落とすこと。相手の特徴を分析して攻撃パタ
ーンを考えたり、相手や自分のチームの特徴を考えて作戦を考えたりすること。 

➀キャッチからの下手両手投げOK!スピーディーな展開でも状況判断が容易!! 
➁ネット高：100㎝エンドライン左右方向→80㎝球威up!多彩な攻撃パターン!ハラハラドキドキ! 
➂広すぎ✖適度なコートサイズ！＆運動従事時間確保！ 
➃扱いやすいボールの選定!ダブルバウンドテニスのボール…小さい。キャッチが容易なボール！ 

➀「取りづらさ」の視点を増やす 
相手がいない所 → ボールの速さ ボールの高さ 返球のタイミング 相手の居場所 相手の重心 
➁自分だけの必勝パターン創り! 相手を意のままに動かし、得点する!!! 


